
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 
０１ 「自助・共助」を育む安全教育の推進 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
０２ よりよい人間関係の醸成 

 

 
 

 
 
 
 
 
０３ 家庭・地域との連携 

 

 

 

 

 

 

 

本校は鴨川、荒川の流域沿いにあり、豊かな水資源に
より、水田が多く広がる地域である。一方、昔から水害
が多く、学区内にも家屋倒壊等氾濫想定区域が多く指定
されている。 

本校の安全教育では、「自助・共助」の「自助」を育成し、『自分
の命・身は自分で守ること』を目標に、 
定期的な「避難訓練」を実施している。 
また、防災に視点を置いた授業を教育課程 

に効果的に位置付け、災害に対する準備や、 
災害発生時におけるリスクや具体的な避難 
行動等に対する態度を育成していく。 
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さいたま市立 

植水小学校 
＜元気いっぱい さわやかえがお ひとみかがやく植水っ子＞ 

１ 学びを創造し、一人ひとりが輝く学校 

２ 安全・安心で、心地よい教育環境の学校 

３ 家庭・地域と連携・協働し、ともに歩む学校 

■所在地：さいたま市西区中野林２２５－１   ■電話：048-624-4235 

■FAX：048-624-2280 ■交通：大宮駅から水判土（みずはた）バス停下車徒歩 8分 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

 互いに協力して活動する楽しさと大切さを学ぶことや
異学年の交流をはかり、活動を楽しむことを目的とした
「植水まつり」を実施している。「心を潤す 4つの言葉」
のキャンペーン期間を設け、様々な取り組みを通してな
どキャンペー期間を設けることで「いじめ防止」へとつ
なげている。 
 児童が学級に所属感をもち、達成感を味わわせる豊か
な関わり合いを重ねている。 

 学区内の農家の方々と JA さいたまのご協力を得て、
収穫されたお米を JA を通じて支援米として「マリ共和
国」に送っている。今年度は、昨年度まで実施できていな
かった田植え・稲刈りを予定している。また、支援米の袋
に５年生の児童が作成した自作のシールを貼るなどの活
動は今後も続けていく。 


